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第２四半期 決算の概要
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令和４年10月期 第２四半期連結決算ハイライト

TBCSCATは、経済産業省より認定を受けました。
経済産業省より「ＤＸ認定事業者」「ＩＴ導⼊⽀援事業者」に加え
中⼩企業の経営⼒強化を⽀援する「経営⾰新等⽀援機関」として認定。

 「ＤＸ認定事業者」の認定
 「ＩＴ導⼊⽀援事業者」の選定
 「経営⾰新等⽀援機関」の認定

 社会のＤＸ化が好調を後押し。コアビジネス（美容ICT事業）の新製品・
新サービスを積極リリース。システム販売の納品も順調。

 国税庁「インボイス制度」推進対応により販売管理システムの拡販仕掛け。
 経営⾰新等⽀援機関により、中⼩企業クライアントの事業計画の策定及び

実⾏⽀援、財務内容を含む経営相談の拡充。
 介護サービスは、「助っ人」サービス始動による訪問介護サービスの拡充。

全 社
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令和４年10月期 第２四半期 連結決算の概要
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令和３年10月期
第２四半期実績

令和４年10月期第２四半期
実 績 増減率

売 上 高 1,236 1,302 5.4%
売 上 原 価 709 736 ―

売 上 総 利 益
（粗利率）

527
（42.7％）

566
（43.5％）

販 管 費 420 429
営 業 利 益 106 137 28.5%
経 常 利 益 106 136 27.7%

特別利益
特別損失

32
▲27

10
▲75

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 81 43 ▲46.2%

単位︓百万円

特別利益︓コロナ関連助成⾦（雇⽤調整助成⾦）の減少（▲約14百万円）
特別損失︓減損損失（▲56百万円）固定資産売却に伴う減損損失

コロナ関連損失の減少（26百万円→19百万円︓▲約7百万円）
→ 営業活動及び通常業務の正常化に戻りつつある傾向



Copyright (C)  TBCSCAT Inc. All Rights Reserved. 

令和４年10月期 第２四半期 事業セグメント・ハイライト
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令和３年10月期
第２四半期実績

令和４年10月期 第２四半期
実 績 増 減 率

売 上 高（※） 1,236 1,302 + 5.4％
美 容 ICT 684 757 + 10.7％
ビジネスサービス 170 163 ▲ 4.6％
介護サービス 371 372 +  0.2％

セグメント利益（※） 106 137 + 28.5％
美 容 ICT 52 101 + 92.2％
ビジネスサービス 19 4 ▲ 78.2%
介護サービス 27 25 ▲ 8.7％

単位︓百万円

収益の柱を、システム販売（物販）中⼼から課⾦型サービスへ移⾏。増収・増益。
システム販売好調。新製品「BEAUTY WORKS」リリースと、「Googleで予約」
「Instagramから予約」「楽天ポイント連携」等のサロン集客⽀援サービスの拡充。
販売管理システムのインボイス制度対応に伴う仕掛け。
コアの会計サービスは個人向けサービスによる繁忙期。売上・利益の堅調に伸⻑。
「経営⾰新等⽀援機関」認定による経営改善サポートへの仕掛け（インボイス等）
外国人技能実習生向け⽀援サービスは海外からの⼊国制限緩和により明るい兆し。

介護付き有料⽼人ホームの高い⼊居率（90％超）を維持。コロナ集団感染防止の
ため人の移動を抑制し衛生管理を徹底。外来型サービスの利⽤控えによる減収。
新サービス「助っ人」の始動による地域向けサービスの拡充。

美容サロン
ＩＣＴ

ビジネス
サービス

介 護
サービス

※各事業セグメント合計値との差額は不動産等収益によるものです。
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令和４年10月期 第２四半期財務概要（連結B/S）

‘21/10期 ２Q 差
流動資産 1,984 1,914 △70

現預⾦ 1,726 1,526 △200

固定資産 1,729 1,681 △47

有形固定資産 1,165 1,090 △75

無形固定資産 335 348 13

ソフトウエア 62 232 169

ソフトウエア仮勘定 205 51 △153

のれん 66 59 △7

投資その他資産 229 243 13

資 産 合 計 3,714 3,596 △118

負 債 1,397 1,455 △57

流動負債 692 774 82

固定負債 705 680 △24

純資産 2,316 2,141 △175

株主資本 2,320 2,142 -

利益剰余⾦ 1,996 2,007 -

負債純資産 合 計 3,714 3,596 △118

単位︓百万円

資産の部
《主な増加要因》

・売掛⾦の増加（+74M）
・ソフトウエア増︓新製品発表

《主な減少要因》
・現預⾦の減少︓

・自己株式購⼊（ToSTNeT-3）
・納税・配当⾦等の出⾦

・繰延税⾦資産の増加（+12M）

負債の部
《主な減少要因》

・流動負債︓
前受⾦（固定資産売却に伴う⼿付⾦）
賞与引当⾦等の増加

・固定負債︓
借⼊約定返済

純資産
《主な減少要因》

・自己株式増加による減少（△188M）
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株主価値向上︓非事業⽤資産の売却報告

 企業価値創造︓連結ROE10％超を目指す施策をバランス良く実施
（収益性向上・資産効率性向上・自己資本率向上）

 包括的な事業オペレーションと資本効率の⾒直しにより、オペレーティングコストの低減、バ
ランスシート効率化による⻑期的な視点での株主価値の向上を目指す。

 特に、経営環境の変化に対応できる財務体質や資本効率の向上のため、バランスシート上の非
事業資産の売却を検討する。

 固定資産の売却（⼩山本社ビル等）
当社所有の固定資産（土地・建物）について、隣接する「学校法人ティビィシィ学院」より譲渡の

打診があり売却を決定。
物件①

買主︓TBC学院
⼩山２号館 物件②

（Googleマップより引⽤）

物件①︓⼩山本社ビル（1990年、築約32年、７階）
物件②︓別館ビル （1982年、築約40年、３階）
物件③︓本社前駐⾞場
□ 土地⾯積︓1,513.09㎡
□ 建物⾯積︓①1,882.95㎡、②781.42㎡

売却価格︓２億28百万円 （令和4年5月2⽇引渡し）
※売却価格は、不動産鑑定評価額及び市場価格

を反映した適正な価格です。

 固定資産の売却による特別損失の計上
当該固定資産の売却に伴い、令和４年10月期第２四半期連結決算において、当該固定資産の帳簿

価格を売却相当額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失として、56百万円を計上いた
します。
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自己株式の取得

《自己株式取得の理由》
当社は主要株主である「学校法人ティビィシィ学院」より、同社の保有する当社普通

株式の全部について売却の選択肢を模索するとの意向表明を受けました。
同社の保有する当社株式が短期間に市場で売却された場合の当社株式の市場株価等へ

の影響を考慮し、当該株式を自己株式として買い受けることについて検討したところ、
当該株式を自己株式として取得することは、市場への影響を回避することに加えて、資
本効率の向上にも資するものであると判断し、自己株式の取得を実施することといたし
ました。

《自己株式取得の内容》

(1) 取得した株式の種類 当社普通株式

(2) 取得した株式の総数 500,000株 発⾏済株式総数（自己株式を除く）に対する割合10.78％

(3) 株式取得価格の総額 189,500,000円

(4) 取得⽇ 令和４年４月12⽇

(5) 取得方法 東京証券取引所の自己株式⽴会外買付取引（ToSTNeT-３）による買付
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令和４年10月期 ⾒通し報告
・連結業績⾒通し（進捗報告）
・株主還元︓中間配当実施

（年間配当を前期より増配）
・株主還元︓優待制度の⼀部⾒直し
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連結業績⾒通し（進捗報告）
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※ 業績⾒通しは、固定資産売却に伴う特別損失（減損損失）の当期純利益への影響は
あるものの、美容ＩＣＴ事業のセグメント利益が当初計画を上回って進捗しており、
着地が合理的に予測可能となった時点で、速やかにお知らせいたします。
 営業利益・経常利益は、当初⾒通しを上回って進捗。（美容ICT事業が牽引）
 美容ICT事業

• システム販売が好調。受注実績も当初計画以上の進捗（追い風効果か︖）
納品がスムーズに進み、計画値を上回る結果。

• コンテンツ、保守等の課⾦型ストックビジネスも順調に売上げ増。
• 消費税インボイス制度対応に伴う販売管理システム販売への仕掛け

 ビジネスサービス事業
• コア事業の会計サービスの繁忙期（個人事業者決算）。法人企業向け決算の集中。
• 外国人技能実習生サポートは、コロナ禍による海外からの⼊国が再開の⾒通し

 介護サービス事業
• コロナ感染防止に注視しながら安定した利益を確保

令和４年10月期
通期⾒通し

令和４年10月期 第２四半期
実 績 進捗率

売 上 高 2,546 1,302 51.1%
営 業 利 益 198 137 69.2%
経 常 利 益 198 136 68.7%

親会社株主に帰属する
当期純利益 ※ 129 43 33.3%

単位︓百万円
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株主還元︓中間配当実施（年間配当を前期より増配）

12

 中間配当の実施を決定︕
これまで年１回の期末配当を実施しておりましたが、株主の皆様への利益還元の機会

を充実させることを目的として、当期（令和４年10月期）より中間配当及び期末配当
の年２回の剰余⾦の配当を⾏うことといたします。

 配当予想（増配）
当社は株主の皆様への利益還元を重要な経営課題のひとつとして認識しております。

将来の成⻑のための投資や事業展開の状況、経営成績及び財政状態を総合的に勘案し、
令和３年12月24⽇に発表した年間配当予想１株あたり７円を１円増配し年間配当予想
１株あたり８円（中間配当４円、期末配当４円）を予定しております。

１株あたり配当⾦（円）
第２四半期末 期 末 合 計

前回予想（令和４年10月期）
（令和３年12月24⽇公表） 0円 ７円 ７円

今 回 修 正 予 想 ４円 ４円 ８円
前 期 実 績

（令和３年10月期） 0円 ７円 ７円

※）令和４年４月30⽇における最終の株主名簿に記載・記録された株主様に対して、
次のとおり中間配当⾦をお⽀払いいたします。
１．配当財産の種類 ⾦銭
２．株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総数

当社普通株式１株について４円、総額16,548,284円
３．中間配当⾦の決議⽇ 令和４年６月９⽇
４．⽀払確定⽇ 令和４年７月11⽇
５．配当⾦⽀払取扱期間 令和４年７月11⽇（月）〜８月10⽇（水）
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株主還元︓株主優待制度の⼀部⾒直し
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 株主優待制度変更の内容

当社は、株主の皆様の⽇頃からのご⽀援に感謝するとともに、投資対象として当社株式の魅
⼒を高め、より多くの株主の皆様に中⻑期的に保有していただくことを目的として株主優待
制度を実施してまいりました。

しかしながら、全ての株主様への公平な利益還元の観点から慎重に検討を重ねた結果、株主
の皆様への還元は配当⾦による利益還元を優先することがより適切であると判断しました。

よって現在の株主優待制度のうち10,000株以上の保有の株主様への美容商材詰合せの配布
を廃止させていただくことといたしました。

 株主優待制度の⼀部廃止（令和４年10月末株主名簿に記載の株主様より変更）

現 ⾏
100株未満 該当なし

100株以上
300株未満 QUOカード（500円相当）

300株以上 QUOカード（1,000円相当）

10,000株以上
30,000株未満 美容商材詰合せ（3,000円相当）

30,000株以上 美容商材詰合せ（5,000円相当）

変 更
100株未満 該当なし

100株以上
300株未満 QUOカード（500円相当）

300株以上 QUOカード（1,000円相当）

10,000株以上
30,000株未満 廃止
30,000株以上
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トピックス
－ コーポレート・アクション –
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東京証券取引所︓スタンダード市場への移⾏

 スタンダード市場への移⾏
2022年４月実施の株式会社東京証券取引所の市場区分の再編により、

当社は、新市場区分「スタンダード市場」移⾏を承認されました。

 スタンダード市場への移⾏が「ベストな選択」と判断
未来を⽀える４つのビジョンの遂⾏

 株主から評価される会社 ︓ 株主様・投資家からの評価
 お客様から喜ばれる会社 ︓ お客様・取引先様からの信頼維持
 社会から尊敬される会社 ︓ 持続可能な開発目標（SDGs）を念頭にDXを推進
 社員から愛される会社 ︓ 個性と能⼒を尊重し、働き甲斐と成果に報いる

社員とその家族のモチベーションアップ

コーポレートガバナンス体制を強化し、持続的な成⻑と中⻑期的な企業価値向上
により更なる事業の展開に努めるとともに、DX推進に携わる企業として、お客様
のＤＸ促進を⽀援し、より良いデジタル社会の実現に努めてまいります。
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経済産業省より、各種認定を受けました

「ＤＸ認定事業者」の認定
「ＩＴ導⼊⽀援事業者」の選定
「経営⾰新等⽀援機関」の認定

当社は「ICTの提供による中⼩企業への経営⽀援を通じた社会貢献」を掲げ、中
⼩企業の経営⽀援、及びデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）を実現す
るためのソリューションを提供しています。
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TBCSCATを取り巻く事業環境（2022年10月期）

事
業
環
境
変
化

ニューノーマルへの対応
（リモート型社会）

ＩＴ人財不⾜（2030年45万人不⾜）
介護人財不⾜（2025年43万人不⾜）

成⻑戦略として
サステナビリティ経営推進

急速に進むデジタル化
価値観ニーズの多様化

デジタル庁（9月創設）
国全体のデジタル化主導

TBCSCAT少子高齢化社会
労働人口の減少

ESG・SDGsの意識の高まり
地域社会への貢献

コーポレートガバナンス
の高度化

 グループの成⻑戦略として「サステナビリティ経営」を推進

《社会課題》
・グローバル化
・技術⾰新
・急速に進むデジタル化
・ニーズの多様化
・ニューノーマル対応
・リモート型社会

・少子高齢化
・労働人口の減少
・格差の拡大

・自然環境の変化
・ESG・SDGs意識 明確な成⻑戦略

成⻑を⽀える基盤
ESG経営の実践

経営理念

企業価値向上

成⻑の実現

経営計画

マテリアリティ

ステークホルダー

・株主・投資家
・社員
・顧客
・パートナー企業
・地域社会

影
響

影
響
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ESG経営︓SDGｓマテリアリティ
ESG経営︓目標や取り組みの明確化にSDGsを活⽤

事業活動に関わる課題のなかから、「ステークホルダーの評価」
と「社会・環境・経済に与えるインパクト」の2つの視点から検証
し、マテリアリティ（重要課題）を定める。

マテリアリティ 中期目標 具体的な実施項目 関連するSDGｓ
環境問題への取り組み ・次世代につなぐ地球

環境への貢献
・資源リサイクルの促進

・ペーパーレス化推進
・再生エネルギーの活⽤

※⼀般社団法人理美容SDGs推進協会
への参画

豊かな情報社会・
ビジネス社会のDX推進

・ICT利活⽤による
コミュニケーション
社会の発展に貢献

・ICTシステム提供と普及
・B to B to CにおけるICT推進
・ビジネスの効率化を促進

活き活きと活躍できる
社会の実現

・介護事業を通じた健康
と福祉への貢献

・多様な人財が活躍する
働きやすい環境づくり

・介護サービスの提供による高齢者
⽀援と地域貢献

・多様な人財の採⽤
・多様な働き方とキャリア⽀援
・⼥性活躍の推進

公正で透明な企業活動
の実践

・持続可能な成⻑を実現
するガバナンス体制の
維持・強化

・パートナー企業と連携
による品質生産性向上

・コーポレートガバナンスの高度化
・コンプライアンスの徹底
・適切なリスク管理の実践
・健全な財務体質の維持・向上

Environment

Social

Governance
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トピックス
－ 美容サロン向けICT事業 –
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DX認定事業者

 令和４年2月 経済産業省が定める「ＤＸ認定事業者」に選定

 コアビジネスのＤＸ戦略

当社は理美容業界に必要な
システムとコンテンツを提供
しております。

ＰＯＳシステムとスマホア
プリ、コンテンツサービスを
併⽤して利⽤することで、サ
ロン顧客の新規獲得やリピー
ト集客につなげることができ
ます。

営業活動の変⾰とお客様の
ニーズを捉えた最適な商品・
サービスを提供することで、
理美容業界のＤＸ化を普及・
推進させることを目指します。
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IT導⼊⽀援事業者

令和４年４月 経済産業省のIT導⼊補助⾦2022において、
今年度も「IT導⼊⽀援事業者」に採択されました。

IT導⼊補助⾦は、中⼩企業事業者等が課題やニーズに合ったITツールを導⼊する経費の
⼀部を補助することで業務効率化・売上アップをサポートする経済産業省の制度です。

具体的には、中⼩企業などが働き方改⾰や賃上げ、インボイス導⼊などに対応できるよ
う生産性向上に役⽴つITツールを導⼊するときに受けられる補助⾦です。

《デジタル化基盤導⼊類型》
中⼩企業・⼩規模事業者にインボイス

制度への対応も⾒据えて、企業間取引の
デジタル化を⼀挙に推進するため、会計
ソフト・受発注ソフト・決済ソフト・EC
ソフトに加えて、PC・タブレット、レジ
・券売機等の導⼊費⽤を優先的に⽀援。

《対象商品》
 Sacla PREMIUM

製品︓理美容業界専⽤CRMシステムPOSレジ
対象︓美容サロン、ネイルアッシュ、

リラクゼーション業界対応機種
 BEAUTY WORKS

製品︓SaaS型の美容業界専⽤POSシステム
対象︓同上

 i-SCAP/EX
製品︓販売管理システム（インボイス対応）
対象︓美容ディーラー等理美容業界対応機種
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新製品のリリース情報

 SaaS型POSシステム『BEAUTY WORKS』の販売開始
『BEAUTY WORKS』は、美容サロンをはじめネイルサロン等のトータルビューティサロンを対象に、

集客⽀援（Google で予約等の予約連携）からスタッフ管理まで、サロンの経営戦略を幅広くサポートする
SaaS 型 POS システムです。

従来のオンプレミス型 POS システム『 Sacla PREMIUM（サクラプレミアム）』は、顧客管理から販促
までフルで⾏える機能を有し、サロン毎の特性に応じたカスタマイズを⾏える事が大きな特徴となります。

『BEAUTY WORKS』では、データをクラウドで管理することにより、場所・端末・台数を問わないマ
ルチデバイスによる利⽤が可能となっており、トータルビューティサロンやスタッフ数の多いサロン等でも
ストレスなくサロンワークで運⽤する事が可能となっております。当初機能バージョンでは集客⽀援
（Google で予約）や WEB 予約連携に趣を置いたＵＩで使いやすさを追求した操作性となっております。
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『かんざし』連携によるInstagramから美容サロン予約を推進
当社は、パシフィックポーター株式会社（本社︓東京都渋⾕区、代表取締役社⻑︓真⽟寿人）が

提供する予約⼀元管理サービス『かんざし』と連携して、当社が展開する美容サロン向けPOSシス
テム『 Sacla PREMIUM 』及び『 BEAUTY WORKS 』において、Instagramから直接予約を受け
付けるサービスの提供を開始いたしました。

 Instagramから美容サロンの予約が可能
美容サロンやスタイリストの多くがInstagramを活⽤し、⽇々サロンの取り組みやスタイルなどの情

報を発信しています。Instagramは、美容感度が高いお客様層にタイムリーに情報を届け、お客様・
ファンとのつながりを大切にする重要なツールとなっています。

美容サロンのInstagramが予約に直接結びつく新たな集客⼿段となり、投稿を⾒てくれているファン
の方々をそのままネット予約で受け付けることが可能になります。

ユーザーにとっては、使い慣れているInstagramで、気になる美容サロンやスタイリストの発⾒から
予約に至るまでをシームレスに完結できるようになります。

�『かんざし』とは（https://www.kanzashi.com/）

様々な予約サイトやPOSシステムの予約やシフトなど、サ
ロンのデイリーワークで発生する予約関連業務を取りまとめ
る⼀元管理サービスです。様々な方法で発生する予約データ
の集約、編集、キャンセル、⾯倒なシフト管理なども全て⼀
元で管理する事ができます。

社 名 パシフィックポーター株式会社
代 表 者 代表取締役社⻑ 真 ⽟ 寿 人
所 在 地 東京都渋⾕区千駄ヶ⾕３丁目１４－５ ３F
企 業 U R L https://pacificporter.jp/
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Reserve With Google （Google で予約） 楽天スーパーポイント連携

2021年１月よりGoogleパートナーとして
参画している「Google で予約」の美容サロ
ンでの稼働店舗数が300店舗を突破︕

美容サロンに来店されるお客様は、Googleの
検索結果やGoogle Maps上でスムーズにお店の
予約を完結することができます。

予約がワンストップで⾏えるだけでなく、
Google検索で上位に表⽰されるため、美容サロ
ンの集客にも大変有効であり、導⼊した美容サロ
ンからも好評をいただいております。

楽天スーパーポイントと当社システムとの
連携店舗数が300店舗を達成いたしました︕

美容サロン業界において楽天ポイントを
「使える・貯まる」システムは弊社のみの
サービスとなり好評をいただいております。

楽天会員数１億会員以上の顧客基盤を持つ楽天
グループと連携し、「楽天ポイントカード」の
サービスを利⽤することで、POSソリューション
を提供する美容業界の店舗との連携を強化し、さ
らなる提携店舗の拡大とサービスの利便性向上に
努めてまいります。

WEBコンテンツサービスの浸透
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スマホアプリ（SalonAppli）の進化

スマホアプリ（SalonAppli）の稼働件数が

1,400店舗 に到達︕
エンドユーザーの会員数も

150万 ダウンロードを突破︕

美容サロンの収益改善
アプリからWEB予約への動線を
確保する事で顧客の利便性を高め
サロン様が広告に依存せず
リピート集客できるサービスとして
好評を得ております。

SalonAppli（スマホアプリ）150万ダウンロード突破

2022年3月にVersion3.0へマイナーアップデートを⾏い、バーコード表⽰や画像添付など更に使
いやすくＵＸを意識した定期的なバージョンアップを実施しています。
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トピックス
－ 中⼩企業向けビジネスサービス事業 –
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経営⾰新等⽀援機関

中⼩企業等経営強化法に基づき、「経営⾰新等⽀援機関」として認定。

 「経営⾰新等⽀援機関」とは︖
中⼩企業⽀援に関する専門的知識や実務経験が⼀定レベル以上にある者として、

国の認定を受けた⽀援機関です。
具体的には、中⼩企業を巡る経営課題が多様化・複雑化するなか、中⼩企業の経

営⼒強化を図るために事業計画の策定・実⾏⽀援、財務内容等の経営状況分析等専
門性の高い経営相談、⾦融⽀援等さまざまな⽀援事業を⾏います。

 中⼩企業へのサポート体制
・事業計画 ・創業等 ・事業承継 ・M＆Aサポート
・経営改善 ・事業再生 ・BCP作成 ・⾦融・財務
・各種補助⾦（ものづくり補助事業や事業再生構築補助⾦など）
・経営⼒向上計画や経営⾰新計画
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中⼩企業向けに会計サービスを中⼼
とした経営⽀援事業を展開

 経理代⾏
 事務代⾏
 決算代⾏
 給与計算代⾏
 会計ソフト導⼊⽀援
 リモートサービス

中⼩企業向けビジネスサービス

28

ICTを活⽤した中⼩企業のバックヤード業務⽀援の充実

 新規開業時の会計システム導⼊⽀援
 販売管理システム導⼊⽀援
 HP作成によるの広報活動⽀援
 新規開業時の補助⾦・助成⾦申請⽀援

開業支援

■各種補助⾦・助成⾦申請⽀援
■経営分析サービス
■社内アライアンス︓美容サロン経営⽀援
■社内アライアンス︓介護事業者経営⽀援

経営支援

重点実施︓クライアントのデジタル化⽀援
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特定技能外国人や技能実習生などの導⼊から、雇⽤企業様の人事・総務
に係る業務を代⾏・サポートします︕

29

⽇本で働く海外人財の導⼊と⽀援【登録⽀援機関】

《サービス内容》
 ⼊管法令及び解釈の適正遵守

→在留資格等管理及び申請⽀援
 技能実習生の導⼊をサポート

→技能実習生の導⼊を⾏う監理団体
（団体監理型）をご紹介します。
（製造系異業種・農業等）

→企業単独型もサポートいたします。
 海外からの人財の⽇常生活サポート

→ライフライン⽀援、WEB環境⽀援、
⽇常生活に必要な⼿続きサポート

特定技能制度とは、人⼿不⾜の深刻化から、生産性向上や国内人材確保のための取組を⾏っ
ていても、なお人材を確保することが困難な状況にある「⽇本のモノづくり技術」をもった
中⼩企業向けに、⼀定の専門性・技能を有する即戦⼒の外国人を受け⼊れて技術を享受する
国際貢献する制度です。

TBCSCATは、法務省⼊国管理局より認定された「登録⽀援機関」です。

《⽀援実績》
 提携している監理団体︓３団体
 提携している⽇本語教育機関︓１団体
 提携している専門家

・弁護⼠・⾏政書⼠・社会保険労務⼠

コロナ禍による⼊国制限が緩和され、外国人
技能実習生の⼊国も再開されました。

感染防止対策を十分に実施し、適正なサービ
スの提供を⾏ってまいります。
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トピックス
－ 介護サービス事業 –
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高い⼊居率を⽀える高い運営効率とオペレーション

特定施設入居率：今期平均92.0％

高水準の入居率

コロナ感染防止対策の徹底と優れた介護
 高い有資格者（介護福祉⼠）率に

よる質の高いケア

 管理者教育の充実

 DX・介護DXの推進
・オンライン⾯会の活⽤
・YouTube掲載やHPの活⽤
・新たなコンテンツの創造

（健康促進事業・介護予防）

運営効率とオペレーション

 ご家族・口コミによる
高い施設評価

 ⼊居⼀時⾦なしによる
⼊居しやすいシステム

 お客様がやすらぎと活⼒を
感じられる施設運営

 働きやすい職場環境・施設

31

介護サービスの提供によりお客様にやすらぎと活⼒を与えます

93% 93% 90% 92% 93% 91%

0%

50%

100%

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月



Copyright (C)  TBCSCAT Inc. All Rights Reserved. 32

新サービス「助っ人」始動

 新サービス「助っ人」とは︖
お客様のやりたいことの実現・お困りごとの解消のため、何が必要かを事前にお

聞きさせていただき、必要なサービスを提供いたします。
提供するサービスには、介護保険サービスと介護保険外のサービスを自由に組み

合わせ、既存の訪問介護事業のみではできないオーダーメイドなサービスを提供い
たします。

地域の「介護の総合デパート」を目指して、訪問介護事業所の開設を軸に、
新たなサービス「助っ人」を始動いたしました。
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会社概要
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基本情報︓会社概要

TBCSCATは、ICTを活⽤し中⼩企業の経営をサポートするソリューション・カンパニーです。

基本情報 使命・理念

名 称 株式会社ティビィシィ・スキヤツト

設 ⽴ 1969年12月設⽴

資 本 ⾦ ２億円

代 表 代表取締役社⻑ ⻑ 島 秀 夫

⼩ 山 本 社 栃木県⼩山市城東1-6-33

東 京 本 社 東京都中央区⽇本橋本町3-8-4

従 業 員 数 連結214名（2022年４月末）

売 上 高 連結24億83百万円（2021年10月期）

事 業
美容サロン向けICT事業
中⼩事業向けビジネスサービス事業
介護サービス事業

子 会 社 TBCシルバーサービス株式会社（介護）
VID株式会社（美容ICT）

ICTの提供による、中⼩企業への経営⽀援を通じた
社会貢献

常に新しい商品、新しいサービスの開発に挑戦し、
顧客の創造を事業目的とする。

TBCSCATは、継続して成⻑を続けるために、
企業価値の向上を図ると共に、常に変化への対応
が必要と考えております。

34
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ＩＲならびに本資料に関するお問合せ先
IR担当者︓ 執⾏役員 経営企画室 室⻑ 高橋 栄
E-mail ︓ ir@tbcscat.jp
電 話 ︓ 03-5623-9670

・この資料に記載された内容は、⼀般的に認識されている経済・社会等の情勢及び当社が合
理的と判断した⼀定の前提に基づいて作成されておりますが、経営環境の変化等の事由に
より、予告なしに変更される可能性があります。

・本資料において提供される情報は、「⾒通し情報」を含みます。これらは、現在における
⾒込み、予測及びリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異な
る結果を招き得る不確実性を含んでおります。

・それらリスクや不確実性には、⼀般的な業界ならびに市場の状況、⾦利、通貨為替変動と
いった⼀般的な国内及び国際的な経済状況が含まれます。

・今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は、本資料に含まれる
「⾒通し情報」の更新・修正をおこなう義務を負うものではありません。

《本資料に関する注意》
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